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研究成果の概要（和文）：葉の分化の時間的な制御機構の解明は、シュートの形質改変による育種に重要な知見を与え
うる。本研究によりイネにおける葉間期制御の遺伝的ネットワークの一端を明らかにした。イネのPLA1、PLA2遺伝子は
植物ホルモンのジベレリンによって発現が誘導され、そして下流のOsSPL遺伝子の発現をそれぞれ異なる経路で制御す
ることによって葉間期を調節していることを明らかにした。また、PLA遺伝子とAPO遺伝子は独立に葉間期を制御するこ
とも明らかにした。過剰発現体の解析からは、PLA遺伝子は器官サイズや数の決定に関与しており、その発現量を制御
することによって、植物の形態形質を改変できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：It is important to understand temporal regulation of leaf initiation for 
improving shoot architecture of plants in the future breeding program. This study revealed a part of the 
genetic network of plastochron regulation in rice. Both of the expression of PLA1 and PLA2 are induced by 
a plant hormone, gibberellin. PLA1 and PLA2 affect the expression level of OsSPLs that are regulatory 
genes for leaf initiation, in independent pathways. In addition, this study uncovered that APO1 and APO2 
genes also control plastochron independent of PLA1 and PLA2. Over-expression of PLA1 and PLA2 affect the 
length of plastochron and organ size, indicating a modulation of PLA1 and PLA2 expression could be useful 
to improve morphological traits.

研究分野： 植物遺伝育種学

キーワード： イネ　発生　葉原基　葉間期
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１．研究開始当初の背景
 形態的有用形質の利用を目的としたイネ
の遺伝育種学的解析においては、既に矮性や
出穂期に関して多くの遺伝子が単離され、分
子メカニズムも明らかにされている。また、
近年ではイネの多収性や栽培化に関する遺
伝子やその制御機構に関わる知見も報告さ
れている。これらの形質の制御機構の解明は
将来のより効率的な農業生産にとって基盤
をなすものといえる。一方で、新たな視点に
立ったイネの地上部農業形質改善の試みを
行う必要があると考えられる。
 その一つの例が、葉やシュートの形の制御
による農業形質の改善であろう。植物のシュ
ートの形に大き
葉原基の分化パターンと葉の形態形成があ
る。これら二つの因子は植物種や生育相に特
異的であり、厳密な遺伝的制御下にあると考
えられる。近年、葉の形態形成を制御する遺
伝的制御機構の研究がシロイヌナズナを中
心に盛んになされているものの、葉原基の分
化パターンに関しては、シロイヌナズナにお
いてもほとんどわかっていないのが現状で
ある。
 このような状況の中、申請者らはこれまで
葉の分化するタイミング（葉間期）の制御の
鍵となる
行なってきた。
度を制御する鍵遺伝子であるのと同時に、葉
の成熟をコントロールし、その結果、器官サ
イズの制御も担っている。これらの知見は、
PLA 遺伝子がシュートの形を制御する上で極
めて重要な役割を果たしており、これらの遺
伝子の更なる発現制御機構や関連遺伝子と
の相互作用の解明が強く望まれる。
 
２．研究の目的
 本研究の目的は、葉の分化速度に注目し、
その鍵となるイネ
通じて、葉原基の時間的調節機構を詳らか
にすることを目的とする。具体的には、
遺伝子における植物ホルモンの関与機構の
解明、
子の単離と解析、
解明、
の改変、などの解析によって、機能的なイ
ネの地上部が構築される仕組みを解明し、
シュートの形を人為的に制御するための知
識的基盤を充実させると共に、実際に
遺伝子の発現制御の改変を行なうことによ
って、
検証することを目的とする。
 
３．研究の方法
（1）PLA
の解析
 pla
理を行な
各変異体内の植物ホルモン量を定量する。ま
た植物ホルモン処理時にお
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